「２０１１北野高校招待ラグビー」
「OB・現役の交流会」
「忘年会・懇親会」の報告
幹事長　89期　梅本州一

　12月11日（日）、今年で3回目となった「北野高校招待ラグビー」が9時から北野高校のグランドで行われました。今年は摂津第一・瑞光・西陵・長吉西の四中学校を招待しました。下平実行委員長（90期）の下、北野の現役の他、OB有志が早朝より準備・運営にあたり滞りなく実施されました。各校の保護者、北野のOB諸氏もたくさん見守る中、試合は15分1ラウンドの総当りで行われ、瑞光が3戦全勝で優勝を飾りました。参加の中学生達は皆礼儀正しく、プレーもきびきびと楽しそうで、改めてラグビーの原点を見た思いがいたしました。
続いて12時から六稜会館にて「OB・現役交流会」が行われました。

梅本から「90周年記念行事」の準備状況をご報告の後、竹川先輩（85期）のリードで現役に対してのエールの指導が行われました。和やかな雰囲気のもと池田主将以下、現役は見る見る腕を上げてくれました。これで、定期戦のアフターミーティングもバッチリです。その後、古くから伝わる各種の応援歌も披露され有意義な会となりました。現役はその場で仕出し弁当の昼食、OB達は次の忘年会会場へと移動しお開きとなりました。
13時から十三の「天津閣」で行われた忘年会は、六稜ラガークラブ会員と同伴者のほか、招待ラグビーの中学校の顧問の先生5名、総勢33名での宴会となりました。

自見会長（70期）の乾杯の音頭で始まった宴会は、和気藹々の雰囲気で進行し、中学校の先生のご挨拶では「子供達は今日の試合を目標に頑張りました。」「北野高校を受験する生徒が出るように後押しします。」という嬉しいご発言もありました。

各人のスピーチでは野々村先生（元顧問）をはじめ、世代を超えたOB諸氏から、日本のラグビーに対する思い、北野のラグビーのまつわる思い出が語られました。

また、席上、先の交流会で披露された「応援歌第三」はラグビー部のみの応援に使われる歌なので、これを正式に「部歌」とすることが提案され、合意を得ました。

宴たけなわの中、何人かの中締めご挨拶の後、南先輩(72期)の一本締めにより15時に閉会を迎えました。

ご参加の皆さん、お疲れ様でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
